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9月24日（木）9月24日（木）9月24日（木）
14：00～16：0014：00～16：0014：00～16：00

会場　富山大学　黒田講堂ホール

対象　本学学生・教職員・一般

定員　300名

1972年生まれ。神戸大学理学部卒業後、東京大学大学
院理学系研究科で地球惑星科学を専攻し、博士課程修
了。富山大学理学部地球科学科で助教として勤務のか
たわら小説を書き始め、2010年『お台場アイランドベ
イビー』で横溝正史ミステリ大賞を受賞。数々の作品
で新田次郎文学賞や未来屋小説大賞など受賞。2024年
にNHKで『宙（そら）わたる教室』がドラマ化。同年9
月には『藍を継ぐ海』を刊行し、2025年第172回直木三
十五賞を受賞。令和7年、最新刊『翠雨の人』刊行。

講師略歴

主催・お問合せ先：　富山大学ダイバーシティ推進センター　　
　　　　　　　　　　　　　E-mail：　smart@ctg.u-toyama.ac.jp 　　Tel:　076-445-6146

令和8年度 富山大学ダイバーシティ・シンポジウム
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※ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。

※本シンポジウムの撮影および録音はご遠慮ください。

後援：　富山県、富山市、

　　　　　北日本新聞社

参加申込ページ
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